
   

   

 
                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

須二小の教育はすべて「子どものため」にある 
  
私たち須二小教職員は、子ども一人ひとりを大切にし、安心

して子どもの成長を託せる保護者や地域の方々に信頼される

学校づくりのために、教育のプロとしての高い意識を持ち、「責

任」と「協働」のもと積極的に役割を果たします。 

「Ｏｎｅ ｆｏｒ ａｌｌ ａｌｌ ｆｏｒ Ｏｎｅ」 

☆ すこやか北星 ☆ 

「笑顔が輝く北星の子」 

教 育 目 標 

○すすんで学習する 
子ども 

 

○こころ豊かな 
子ども 

 

○からだをきたえる 
子ども 

 

学校運営改善 
○学校評議員会・ＰＴＡ役員会を効果的に活用し、学校評価
結果に基づく改善を行います 

＜○すすんで学習する子ども＞ 
●「わかる・できる」が実感できる授業を行います。 
・ペアやグループ学習など、「学び合い活動」を充実します。 

【保護者評価 3.5以上】 

・一人ひとりの学びに応じた指導を充実します。 

 

●一人ひとりが主体的に課題解決する授業を行います。         
・生活科や総合学習において、自ら課題を作ったり、調べたりす

る活動を重視した学習を行います。 

●図書ボランティアと連携し、読書活動を推進します。 

・学校図書館を活用し、進んで読書をする習慣を育成します。 

             【保護者評価 3.0以上】 

 

＜○やる気をもってがんばる子ども＞ 
●二小生としての自覚と誇りを持たせます。                   
・地域の施設や行事・人材を活用し、ふるさとに親しみその創造に

参画する学習を充実します。     【保護者評価 3.5以上】 

●粘り強く取組む力を伸ばします。 

・一人ひとりのやる気を高め、努力を認める指導を行います。 

 

●所属感や満足感を高める学級経営を行います。            

・一人ひとりが主役となるように当番活動や係活動を工夫します。 

小中一貫教育を推進します 
◇小中の滑らかな接続をめざした教育を実践しま

す。 

・小小交流、小中交流を積極的に行います。 

◇二中学区の学力、健康教育、生徒指導の事業を

共同で推進します。 
・専門部会、小中合同研修会・生徒指導担当者会を行いま

す。 

◇学校・家庭・地域が協働した教育環境づくりを進

めます。 
・「家庭教育１０の誓い」へ取組みます。 

・ＳＮＳ等、共通する課題への取組を強化します。 

＜○こ ころ豊かな子ども＞ 
●思いやりの心を育てます。 
・道徳教育を充実させ、お互いを思い合える集団づくりを目

指します。 

●相手や場に応じた言葉遣いができるようにします。       
 ・あいさつや感謝の気持ちが表せるよう指導を繰り返し

行います。         【保護者評価 3.4以上】 

●規範意識を高めます。   
・きまりの大切さを理解し守って生活できるよう指導します。 

【保護者評価 3.5以上】 

＜○からだをきたえる子ども＞ 
●授業の充実と運動の日常化により体力を向上させま

す。                   
・一人ひとりの運動時間２０分を確保した体育の授業を行います。 

【保護者評価 3.5以上】 
・一日の身体活動時間６０分以上を目指し、家庭とともに運動の日

常化に取組みます。 

●むし歯・肥満・生活習慣病予防など健康教育を充実さ

せます。             

・外部講師を積極的に活用し、むし歯や肥満対策など、病気予防

のための対応を適切に行います。 

●基本的生活習慣を育成します。  
・家庭と連携し、ゲームやＳＮＳの正しい利用を指導します。 

・家庭と連携し、「早寝・早起き・朝ごはん」を推進します。 

○やる気をもって 
がんばる子ども 

安全・安心な学校をつくります 
○新型コロナ感染予防の対策を行いながら、学習活動の

充実を図っていきます。       【保護者評価 3.６以上】 

○いじめの早期発見と、継続したフォローを徹底します。 
                       【児童評価 3.6以上】 

○緊急時など、一斉メールで適切に情報を発信します。 

 教師の指導力向上 
○授業改善のための校内研修を充実させます。 

○教職員の不祥事の絶無に取組みます。 

 保護者・地域と共に 
○校外学習等に、保護者や地域住民によるボランティア
を積極的に活用します。 

○ホームページや学校・学年便りを充実し、教育活動へ
の理解を深めます。    

 

特別支援教育の充実を図ります 
○特別支援教育コーディネーターを中心に支援の充実

を図ります。 
・支援が必要な子どもを把握し、支援員を効果的に配置しま

す。 

○子どもの特性に応じた教育環境を提供します。 
・年間を通じた就学相談・教育相談を行います。 

・保護者との連携を強化し関係機関につなぎます。 


